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なさんのほか、生活と健康を守る

会、障がい者・児の生活を豊かにす

る会、きょうされん、北部健康友の

会、熊本地区労連などの各団体が参

加し、多くの意見、要望が出されま

した。 

 １月１８日、日本共産党熊本市議

団は、来る３月議会にむけて市民の

みなさんのご意見、ご要望をお聞き

したいと、「市政懇談会」を開催し

ました。 

懇談会には熊本市各区、地域のみ 

■医療・福祉分野の充実を！ 
 
 要望でいちばん多かったの

が、医療・福祉の分野です。 

北部健康友の会から、「所得

200万円・家族 4人世帯で、保

険料が 38万 7千円なんて負担

の限界を超えている。会でも国

保料の引き下げを繰り返し市

に求めてきたが全く聞いても

らえない。ぜひ議会で追及を」

の声や、地域の方からは「イン

フルエンザ予防接種の費用負

担を減らしてほしい。家族 4

人で接種を受けると 1 万数千

円もかかってしまう」といった 

要望がだされました。 

 また、障がい者・児の生活を

豊かにする会から、「お出かけパ

ス券の制度存続を。市が求める

障がい者の交通料金一割負担分

の 2650 万円は、交通事業者に

まわると聞いた。利用者負担が

10～20 倍にも増え外出もでき

な 

なくなる人もでてくる。障がい者

の社会参加の機会をうばってま

で事業者の利益を優先すること

は理解できない」と切実な声がよ

せられました。 
 
■市政のムダを正して、暮らしの

分野へ予算を 
 
 そのほかには…、●市営住宅の

維持補修がちゃんとされていな

い。県営住宅は高齢者のバリアフ

リーまでしているのに比べ、あま

りにひどい。●交通空白地が増え

ている。区バスが住民に全く説明

のないまま廃止になった。●生活

保護の支給ミス。過少支給分は 

 

  

は、2 か月分しか支給しないの

に、過大分はさかのぼって全額

取り立てるというのは不合理

ではないか。●市の予算はハコ

物ではなく、人に投資すべき。

若い人が安心して子育てでき

る熊本市へ…、といった声がよ

せられました。 
 
■3月議会にむけて全力 
 
最後に市議団から「よせられ

たご要望は、3月議会に活かし、

みなさんの要望実現に全力を

尽くします」と決意表明があり

ました。ご参加のみなさん、あ

りがとうございました。 

（
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な
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ど
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私
の
実
家
は
、
お
弁
当
屋
さ
ん
で
す
。
国
鉄
職
員
で
あ
っ

た
父
が
Ｊ
Ｒ
へ
と
民
営
化
さ
れ
る
際
に
国
鉄
を
辞
め
、
看
護

師
で
あ
っ
た
母
と
一
緒
に
始
め
た
も
の
で
、
今
年
で
30
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
正
月
、
帰
省
し
た
際
に

改
め
て
弁
当
屋
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
眺
め
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
弁
当
の
サ
ン
プ
ル
が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
値
段
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
の
位
に
は
、
上
か
ら
何
枚
も
テ

ー
プ
が
張
ら
れ
、
10
円
刻
み
で
値
段
が
上
げ
ら
れ
て
き
た

こ
と
が
そ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
消
費
税
３
％
導
入
時
、
お
客
さ
ん
に
負
担
さ
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
値
段
を
据
え
置
い
た
け
れ
ど
も
、
５
％
の

時
に
は
さ
す
が
に
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
父
は
言
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
消
費
税
全
額
は
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
身

銭
を
切
っ
て
納
税
し
て
き
た
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
は
、
い
よ
い
よ
消
費
税
10
％
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
家
計
に
与
え
る
影
響
も
甚
大
で
す
し
、
地

域
で
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
中
小
零
細
企
業

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
現
状
と
比
べ
一
円
も
軽
減

さ
れ
な
い
、
ご
ま
か
し
の
軽
減
税
率
な
る
も
の
で
、
大
増
税

を
強
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
増
税
を
す
る
な
ら

ば
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
を
唯
一
受
け
て
い
る
大
企
業
と

資
産
家
か
ら
で
す
。
暮
ら
し
破
壊
の
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
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 一番近い区役所から５㎞以下の出

張所が廃止の対象です。 

中央区（大江）、東区（東部・秋津）、

北区（北部）、西区（花園）、南区（飽

田・南部・幸田）の 8 カ所が、その

対象になっています。 

第 1段階で「証明書発行」だけを

扱うサービスコーナーにして、第 2

段階で廃止の予定です。 

 

 

 

 

総合出張所・出張所では、市民サ

ービスにかかわる暮らし・福祉等の

業務を、窓口となって広く取り扱っ

ています。 

近くの出張所がなくなれば、身近

なところで暮らしに結び付いたサー

ビスを受けることができなくなりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政令市移行の時、交通の不便なと

ころに「区役所」が設置されたため、

「区バス」を運行し、区役所への利

便性を図るとされました。 

しかし、政令市移行から3年経ち、

楠・武蔵ケ丘から北区役所へ、城南

町から南区役所への「区バス」が廃

止され、大変不便になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政令市移行時、区役所が不便なと

ころにも設置されたため、身近な住

民サービスを保障する約束で、出張

所機能が拡充されました。 

今回の出張所再編による「廃止」

は政令市移行時の約束も反古にする

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民サービスを守るためにも、総 

合出張所・出張所は存続すべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大な市民サービスの切り捨てになる「総合出張所・出張所の廃止」は中止を！ 
市内 8カ所の出張所を廃止の方針 

出張所の業務はたくさん 

  廃止は重大なサービス低下  

出張所・総合出張所で取り扱っている業務の主なもの 
  

出張所・総合出張所の業務 総合出張所のみの業務   

取り扱う業務 取り扱う業務 受付のみ 

戸籍（出生・死亡・婚姻等）の届け出 国民健康保険証等の再発行申請 後期高齢者医療の資格取得等の届出 

住所変更の届出、印鑑登録 短期保険証の更新 後期高齢者医療保険証の再発行申請 

埋葬許可申請   など 国保・後期高齢者医療等の納付証明書申請 後期高齢者医療の給付申請 

さくらカード返還 国民健康保険・介護保険の納付相談・納付 国民健康保険の給付申請 など 

子ども手当の住所・氏名変更届出 さくらカード・おでかけ乗車券申請・購入 桃尾墓苑使用許可申請、改葬許可 

市税の納付 母子健康手帳・妊娠届出書の届出・交付申請 罹災証明申請 

自動車の臨時運行許可申請 妊婦健康相談 戦没者弔慰金等の国債券給付 

原付・小型車の標識交付・廃車等の申請 健康手帳交付申請 介護保険料減免申請、被保険者証再交付申請 

                       など 子ども・乳幼児医療費助成資格申請 介護保険要介護・限度額認定申請 

受付のみ                         など 生きがいと創造の事業受講 

国民健康保険の資格等の届出 
 

生活保護の相談・申請 

国民健康保険減免申請 
 

子ども手当申請、児童扶養手当申請 

介護保険の資格喪失等の申請 
 

子ども・乳幼児医療費助成の償還申請 

保護変更申請書の発行 
 

ひとり親家庭医療費申請 

エンゼル基金申請書配布       など   保育園の入所申請          など 

 

 

日本共産党市議会だより2016年1月24日号（№981） 

区役所への交通手段も減っている 出張所は存続すべき！ 

 

1 月に行われている住民説明会で

は、まちづくりの充実が強調され

ていますが、これでは市民が安心

して暮らすことはできません。 


